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腎臓における骨のビタミンK依存性蛋白質(BGP)の代謝について

　　　　　　　　青葉学園短大　堤ちはる

[(社)日本家政学会

　［目的］BGPii骨だけでなく，血清並びに尿中にも存在することが知られている。骨代謝や内価必代謝に異常をきたすと，血清BGP漉度は

裳動するが, 暖色においても，血清BGPii度の上昇が観察されている。一方,1251－ＢＧＰをラットに投与すると, 腎臓に多く集合すること

が報告されており，腎臓がBGPの代謝に何らかの優割を果たしていることが推察される。そこで，ラットを用いて, BGPがどのように代謝・

調節され，さらに，その作用は, 力mに伴い，どのように変ｲしずるのか観察してみた。

　［方法］Wi star系雄ラットに■"l－BGPを静脈内注射(40μCi／100g体重）して。投与30分後の組織吻分布を観察した。

また, 腎臓のオートラジオグラフィーを行い，その局在部位を観察した。さらに, 腎臓の細胞分画を行い, 各画分とBGPを反応させ，

Sephadex G～25を用いてゲルろ過し，その溶出パターンを比較検討した。力嚇によるBGPめ分解能の刻ﾋを観察するためには，

体重約20g, 1 50g, 410gのラットを用いた。

　C結果2　'"i－BGPを投与したラットの腎皮質中には, '"i－BGPが多く蓄積した。オートラジオグラフィーによって,'町－BGPは，

近位尿細管に多く分布することが観察された，骨のBGPと125 －BGPを投与したラットの血清中に存在する12しＢＧＰは，ゲルろ過による

と同じ位置に溶出したが, 腎臓の可溶性画分のものは.溶出位置力雅方にずれることが示された。次に，腎臓を髄質と皮質に分け, 各部分と

BGPを反応させ，ゲルろ過を行うと,髄質に比べ皮質で分解されるＢＧＰが多いことが明らかにされた。そこで，腎皮質の細胞分画を行い，

各画分とＢＧＰを反応させ, ゲルろ過を行うと. BGPは主に，核，並びにミトコンドリア画分で分解されていることが観察された。この分解能

は幼若ラットは低く，加齢に伴い増加す’ることが示された.以上の結果から. 腎臓内で, BGPは近位尿紺曹に分布し，血清中のBGP濃度は，

BGPが腎皮質の核，並びにミトコンドリア画分において分解をうけ，代謝されることにより調節されているのではないかと考えられた。
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